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仲秋の候，皆様におかれましては，ますますご清祥にお過ごしのことと，お喜び申し上げます。
　　さて，京都市立の学校におきましては，「学校評価システム」を活用し，教育の充実と向上をめざし，取組を進めてまいりました。本校におきましても，７月に保護者の皆様をはじめ，子どもたち，教職員を対象にアンケートを取らせていただきました。ここにアンケートの結果をお知らせいたします。本校の子どもたちの様子だけでなく，保護者・地域・教職員の互いの思いを知り，課題を共有することで，今後の小野の教育を三者が一丸となって取り組み，推進していきたいと考えております。保護者の皆様，地域の皆様のご理解とご支援をお願いいたします。
前期「学校評価アンケート」について　　　　　　　　　

今年度は，学校教育目標「笑顔いっぱいの子どもの育成」のもと，めざす子ども像として「進んで学ぶ子」「互いの心を大切にする子」「互いの命と体を大切にする子」の育成を中心に取組を進めています。学習においては，子どもたちが学ぶ楽しさを知り，意欲を持って学び続けることができる姿をめざしています。また，生活面では，一人一人のよさに気付き，互いを認め合い，命の大切さを知り，健康で安全な生活を送る力を育み，基本的な生活習慣を身につけ，友達と共に運動を楽しめる姿をめざしています。これらの結果を今後の学習や生活に生かしていきたく思います。
前期「学校評価アンケート」結果について
前回に比べ，今回も高い回収率となりました。お忙しい中にもかかわらず，ご協力いただき，ありがとうございました。
Ⅰ学校生活全般
◎子どもたちとのふれあいを大切に・・・

全体的に見て，子どもたちは，落ち着いて学校生活を送っているようです。また，多くの保護者が子どもたちと話し合う時間を大切に考えておられるという結果が出ています。こうしたことから，子どもたちも大人たちが自分の気持ちをきちんと受け止めてもらえているという安心感があるのかもしれません。学校生活の中でも子どもたちの気持ちをよりしっかり受け止めていけるようにしていきたいです。
◎自分の頑張りをほめて，認めてもらう・・・
子どもたちのアンケート結果からもわかるように，多くの子どもたちが，頑張ったり努力したりした時に，おうちの方にほめられていると感じているようです。頑張ったことを身近な人に認めてもらうことは子どもたちにとっては自信につながり，さらに意欲を持って行動していくことにつながります。こうしたことが，子どもたちが落ち着いた生活を送ることができる大きな要因ではないでしょうか。
しかし，あいさつや人の話を最後までしっかり聞く，やらなければいけないことを最後まで粘り強くやり遂げることに関しては，それぞれの達成感に違いがあるようです。学校での姿，おうちでの姿の違いだけでなく，集団の中でのあり方についても今後は考えていきたいです。
今回のアンケートで課題と思われる項目について述べていきたいと思います。

1 「すすんであいさつをする」・・・
　　登校時には，多くの子どもがあいさつを返してくれるようになりました。しかし，児童会の子どもたちや教職員のあいさつに対して，恥ずかしいのか，まだまだ声が小さく，中には，うなずくだけの子どもも少なくありません。子どもたちにとっては，あいさつをしていると感じているのかもしれません。また，校内の来校者や学校外の場所においても，きちんとあいさつが返せる子どもはまだまだ少ないです。大きな声ではっきりとあいさつをすること，あいさつは互いの表情を感じ取ったり，コミュニケーションを円滑にしたりするためにあること，いつでもどこでも，場に応じたあいさつができることなど，あいさつのもつ意味合いや大切さについて，さらに知らせていく必要があるようです。また，大人たちが気持よくあいさつをする姿を示すことも大きな影響を与えると考えます。
2 「話を最後までしっかり聞く」・・・
　子どもたちと保護者・教職員の間で大きな違いがありました。普段の授業では，どの子どももきちんと話を聞き，授業を受けています。朝会でも，どの学年も長い時間，きちんとした姿勢で話を聞けています。しかし，学年・学級を離れた場面などでは，まだまだのようです。指示されて行動するだけでなく，話を聞いて自分はどのようにすればよいか，しっかり考えることはとても大切です。学校でも話の聞き方や大切さについて指導をしていますが，さらに工夫を続けていくことが必要と思われます。また，忙しい毎日，ややもすると会話が単語のみになっていることはないでしょうか。大人と違い，子どもたちはまだまだ学び続けています。相手の目を見てしっかり聞き，どのようにすればよいか自分でしっかり考える習慣をつけていきたいです。
3 「家庭学習」について・・・
　多くの子どもたちは宿題をきちんとしているようです。しかし，おうちの方に見てもらっている割合は多くありません。宿題には必ずおうちの方に見てもらわなくてはいけないものがあります。
　・音読は毎日チェックしてください。

　・がんばっていることをしっかり声に出してほめてあげてください。

　・苦手なところはアドバイスや励ましの声をかけてあげてください。

こうしたことの積み重ねが子どもたちの「やる気」を育てます。また，こうした声かけで自然に親子の会話も生まれます。子どもたちの学力を支えるもとになります。学校で，家庭で，もう一度再確認をしていきたいです。

4 「粘り強く取り組む」ことについて・・・
　大人と子どもたちとの間に大きな違いがあります。多くの子どもたちは，与えられた課題に対しては概ねきちんと取り組めていると感じているようです。しかし，保護者や教職員からみると，困難なことに対しても，まだまだ粘り強く最後までやり遂げる姿を望んでいるのではないでしょうか。子どもたちに対して励ましの声をかけたり，最後まで到達する手順を具体的に示したりすることも大切です。高学年の子どもたちは毎朝決められた時間を走っています。はじめは，あまり気持ちが進まなかった子どもたちも，どのようなフォームで走ればよいか具体的に教えてもらったり，周りの応援や早く走れるようになってきた自分を実感したりすることで，前向きな姿勢が見られてきました。できていないことを責めるのでなく，大人と子どもがきちんと向き合っていくことが何よりも重要です。
　今回は記述欄を設け，いろいろご意見も頂きました。私たち教職員も保護者の皆様，地域の皆様と 力を合わせ，取り組んでいきたく思います。どうぞよろしくお願いいたします。　
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